
Pick Up Information

  

試
験
は
次
の
区
分
の
い
ず
れ
か
一

つ
の
み
受
験
で
き
ま
す
。
日
本
国

籍
の
な
い
人
、
そ
の
他
地
方
公
務

員
法
の
規
定
に
よ
る
欠
格
事
項
に

該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◆
試
験
日
程

▼
一
次
試
験　

５
月
19
日（
日
曜
）

▼
二
次
試
験　

６
月
16
日（
日
曜
）

◆
試
験
会
場　

市
立
病
院
会
議
室

◆
試
験
区
分
（
採
用
予
定
）

▼
看
護
師
（
５
人
程
度
）

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
34
歳
ま
で
に
免
許

を
取
得
し
た
人

▼
薬
剤
師
（
若
干
名
）

　

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

▼
臨
床
工
学
技
士
（
若
干
名
）

　

平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

※
い
ず
れ
も
、
免
許
を
持
っ
て
い

　

る
ま
た
は
令
和
６
年
度
試
験
で

　

免
許
取
得
見
込
み
。
た
だ
し
看

　

護
師
は
、
平
成
３
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
令
和
６
年
度
試

　

験
で
免
許
取
得
見
込
み
が
対
象

▼
事
務
職
Ａ（
大
卒
程
度
・
若
干
名
）

　

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
15

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
二
次
試
験
は
事
務
職
Ａ
が
対
象

◆
受
付
期
間
（
土
日
祝
を
除
く
）

　

４
月
５
日
（
金
曜
）

　
　

～
５
月
７
日
（
火
曜
）

　

８
時
15
分
～
17
時

※
郵
送
は
５
月
７
日
必
着

◆
受
験
申
込
書
交
付
場
所

　

市
立
病
院
事
務
部
（
２
階
）

▼
郵
送
請
求
の
場
合

　

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
受

験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明

記
の
返
信
用
封
筒
（
角
２
号
）
を

必
ず
同
封
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
注
意
事
項

　

申
込
締
切
後
は
、
試
験
区
分
の

変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
そ
の
他

　

詳
細
は
、
直
接
問
い
合
わ
せ
る

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ

さ
い
。

●
申
・
問
・
市
立
病
院
事
務
部

〒
８
８
６
‐
８
５
０
３

　

小
林
市
細
野
２
２
３
５
番
地
３

　

℡
23
‐
４
７
１
１

　

誰
で
も
簡
単
に
楽
し
め
る
ミ
ニ

テ
ニ
ス
の
基
礎
を
体
得
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
（
毎
週
水
曜
・
全
8
回
）

　

５
月
８
日
（
水
曜
）

　
　

～
６
月
26
日
（
水
曜
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

真
方
地
区
体
育
館

◆
定
員　

10
人
程
度

◆
費
用

　

１
千
円
（
ボ
ー
ル
代
、会
場
費
）

◆
申
込
方
法　

電
話

◆
申
込
締
切　

５
月
３
日（
金
曜
）

◆
そ
の
他

 

ラ
ケ
ッ
ト
は
期
間
中
貸
与
し
ま
す

●
申
・
問
・
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

　

℡
23
‐
７
２
０
１

　
「
小
林
市
こ
ど
も
計
画
」
策
定

の
会
議
を
は
じ
め
、
こ
ど
も
施
策

の
実
現
に
向
け
た
審
議
を
行
っ
て

い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員　

１
人

◆
条
件

・
市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
で
、

　

こ
ど
も
政
策
に
関
心
の
あ
る
人

・
平
日
昼
間
や
夜
間
の
会
議
に
出

　

席
で
き
る
人

・
現
在
市
の
附
属
機
関
の
委
員
に

　

な
っ
て
お
ら
ず
、
地
方
公
務
員

　

の
職
に
な
い
人

◆
活
動
内
容

　

計
画
へ
の
意
見
を
述
べ
て
い
た

だ
く
ほ
か
、
各
種
事
業
実
施
状
況

の
審
議
に
参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
応
募
方
法

　

次
の
①
②
を
こ
ど
も
課
に
持
参

す
る
か
郵
送
で
提
出
。

①
小
林
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

公
募
委
員
申
込
書

※
こ
ど
も
課
、
各
庁
舎
住
民
生
活

　

課
、　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

②
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実

現
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

８
０
０
字
程
度
の
作
文（
任
意
様
式
）

◆
締
切 

４
月
25
日
（
木
曜
）
必
着

◆
選
考　

書
類
選
考

●
申
・
問
・
こ
ど
も
課

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

　

℡
23
‐
１
２
７
８

運動・スポーツ情報や健康情報を集めた
「健幸の窓口」を開設しました

運動や健康づくり、始めませんか

　身近な運動・スポーツに関する情報や健康情報を一元的
に集めた「健幸の窓口」を市内５カ所に開設しました。
　窓口では、市内各地で行われる健康づくり活動や集いの場などのさ
まざまな情報をまとめた「健幸の窓口」情報誌や、健康に関する正し
い情報を広めるための「健幸アンバサダー通信」などの配布を通じて、
市民の皆さんへ「健幸」につながるさまざまな情報を届けます。
　また、訪問型窓口として、「健幸アンバサダー」の認定を受けた保
健師や管理栄養士、地域支援コーディネーターが、ご家庭や地域サ
ロンなどに訪問した際にも、健康に関する情報を提供していきます。
　これから運動や生きがい活動を始めることを考えている人は、気
軽に相談ください。

３月 19 日には市役所で「健幸の窓口」開設式が開催され、各機関の担当者
に「健幸の窓口」情報誌や目印となるミニのぼり旗が手渡されました。

４月１日から

　人口減少が進む中で、行政ニーズは多様化し、行政課題は
複雑化しています。市が抱える課題解決に向けて必要な体制
を整えるため、より効率的で効果的に業務を遂行できるよう、
以下の部局において組織を再編しました。

の組織が変わります市
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募　

集

小
林
市
病
院
企
業
職
員

採
用
試
験

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

公
募
委
員
募
集

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

▲ホームページ

　小林市健幸のまちづくり基本方
針に基づく施策と事業が軌道に
乗っており、継続して健幸事業を
推進するため、健康都市推進室を
企画政策課に統合し、引き続き総
合的に健幸のまちづくりを推進し
ます。

健康都市推進室を
企画政策課へ統合します

総合政策部 上下水道局

　上下水道事業の経営体制の強化
と事務の効率化を図るため、野尻
庁舎に設置している野尻上下水道
グループを本庁に統合します。
　なお、市民に影響が出ないよう、
窓口業務などは引き続き野尻庁舎
で行います。

野尻上下水道グループを
本庁へ統合します

教育部

　令和９年に本県で開催予定の
「第 81 回国民スポーツ大会・第

26 回全国障害者スポーツ大会」
（※）に向け、「国スポ・障スポ推

進室」（課扱い）を設置し、推進
体制の強化と充実を図ります。
※市内ではバレーボール（少年少女）、体操（トラ
ンポリン）、ウエイトリフティング、カヌー（スプ
リント）、バレーボール（精神障がい）が開催予定 

国スポ・障スポ推進室を
新たに設置します

■市保健センター（健康推進課）
　℡ 23-0323

■小林市社会福祉協議会
　℡ 23-3466

■小林市西部地域包括支援センター
　℡ 27-2552

■のじり地域包括支援センター
　℡ 44-2271

■小林市地域包括支援センター
　℡ 25-0707

健幸の窓口設置場所

企画政策課　℡ 23‐0456問

企画政策課健康都市推進室　℡ 23‐0456問

24

コミュニティバスや路線バスの
乗り方を学んでみませんか？

希望に応じて開催します

　ご希望に応じて、地域の団体や学校
などを対象に、コミュニティバスや路
線バスの乗り方教室を開催します。
　開催を希望する
場合は問い合わせ
ください。

●問＝企画政策課
　　　℡ 23-0456

　３月 10 日に、上町北区いきいきサロ
ンの約 30 人が参加して、コミュニティ
バスや路線バスの乗り方を学ぶ教室を開
催しました。教室は宮崎交通株式会社の
協力のもと実施。参加者は実際にバスを
利用して、乗り降りや料金の支払い方法、
時刻表の見方などを学びました。

実際の開催事例

※名称はそのまま継続されます


